
九
月
六
～
九
日
、
二
年
生
が
修
学
旅

行
で
北
海
道
に
行
き
ま
し
た
。
九
月
の

実
施
は
三
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
出
発

前
に
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
台
風
の

接
近
で
出
発
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
徒
は
大
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

九
月
三
〇
日
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
残

る
中
、
令
和
四
年
度
の
体
育
祭
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
も
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
予
防
対
策
を
と
り

な
が
ら
、
保
護
者
の
方
の
観
戦
の
中
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
生
徒
主
体
と
い
う
こ
と
で
、

生
徒
会
・
体
育
委
員
を
中
心
に
生
徒
み

ん
な
で
体
育
祭
を
創
り
上
げ
、
生
徒
全

員
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。優

勝
は
緑
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｌ
３
・
Ｈ
３
・

Ｄ
２
・
Ａ
１
・
Ｍ
１
）
、
ク
ラ
ス
対
抗

の
優
勝
は
Ｍ
３
で
し
た
。

十
月
八
日
、
玉
野
市
の
み
や
ま
公
園

で
制
作
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
三
年
ぶ
り
の
通

常
開
催
と
な
り
、
三
年
間
の
学
習
成
果

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家

政
科
は
焼
き
菓
子
販
売
・
福
祉
保
育
発

表
、
被
服
デ
ザ
イ
ン
科
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
・
作
品
展
示
を
家
族
の
方
に

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た

ち
は
満
足
感
と
達
成
感
で
一
杯
で
し
た
。

ま
た
、
農
業
科
は
冬
ブ
ド
ウ
紫
苑
の
販

売
、
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
は
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
体
験
や
、
シ
ョ
ー
の
ド
レ
ス
に
合
わ

せ
た
ブ
ー
ケ
な
ど
の
制
作
を
通
し
て
、

会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
高

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

思
い
出
に
残
る
制
作
展
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日
、
三
年
ぶ
り
に
お
か

や
ま
マ
ラ
ソ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
三
〇
号
線
コ
ー
ス
沿
い
の
給
水
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
約
二
百
人
の
興
陽

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、
ず
ぶ
濡
れ

に
な
り
な
が
ら
も
ラ
ン
ナ
ー
に
給
水
と

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
か
ら
、
「
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
か
げ
で
お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
が
実

施
で
き
た
」
と
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
に
文
化
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「M
IX

～
み
ん
な
で
彩
る
興
陽
色
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各
ク
ラ
ス
で

団
結
し
て
創
り
上
げ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
展
示
は
興
陽
高
校
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
、

す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ス
テ
ー

ジ
発
表
の

部
で
は
、

「
鬼
滅
の

刃
」
を
ア

レ
ン
ジ
し

た
Ｌ
３
の

「
剪
定
の

刃
」
が
最

優
秀
（
写

真
右
）
、

展
示
の
部

で
は
神
社

の
縁
日
を

イ
メ
ー
ジ

し
た
「
Ａ

１
プ
レ
ゼ

ン
ツA

utu
m
n
Festiv

a
l

」
（
写

真
左
）
が

最
優
秀
と

な
り
ま
し

た
。生

徒
の

笑
顔
が
は

じ
け
た
文

化
祭
と
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
、
第
六
十
九
回
岡
山

県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
は
、
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
を
ま
と
め
た
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
は
や
く
元
気
に
な
っ

て
ね
！
～
点
滴
用
パ
ジ
ャ
マ
の
製
作
～
」

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

発
表
の
内
容
は
、
「
さ
ら
し
を
使
っ

て
、
闘
病
中
の
子
ど
も
た
ち
が
、
点
滴

を
取
り
外
す
こ
と
な
く
着
替
え
が
で
き

る
パ
ジ
ャ
マ
を
製
作
す
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。
点
滴
用
の
パ
ジ
ャ
マ
は
市
販

品
が
少
な
く
高
価
で
あ
る
た
め
、
一
般

的
に
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
や
ご
家
族
、
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
力
に
な
れ
た
ら
と
研
究
を
は
じ
め
ま

し
た
。
現
在
も
研
究
は
続
け
て
お
り
、

今
年
度
中
に
、
五
〇
着
製
作
す
る
予
定

で
す
。

十
月
十
四
日
を
皮
切
り
に
、
本
校
農

業
科
の
生
徒
と
芳
泉
高
校
生
（
以
後

「
芳
泉
生
」
）
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
芳
泉
生
は
こ
れ
ま
で
四
度
に
わ

た
っ
て
本
校
を
訪
れ
、
施
設
や
農
作
物

の
見
学
、
稲
刈
り
見
学
・
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
先
生
と
と
も
に
本
校
生
徒
も

説
明
を
行
っ
て
芳
泉
生
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
芳
泉
生
は
、
本
校
の
広
大

な
圃
場
や
最
新
の
設
備
、
本
校
の
実
習

内
容
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
本
校
農
業
科
三
年
生
が
芳
泉

高
校
を
訪
問
し
て
、
岡
山
大
学
農
学
部

の
入
試
の
過
去
問
を
共
同
で
解
く
取
組

を
始
め
ま
し
た
。
普
通
科
高
校
の
知
識

と
専
門
高
校
の
体
験
を
融
合
し
て
よ
り

よ
い
解
答
を
導
き
出
そ
う
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
の

中
で
、
お
互
い
の
高
校
の
魅
力
を
再
発

見
し
た
り
、
「
一
緒
に
岡
山
大
学
へ
入

学
し
よ
う
」
と
大
学
進
学
に
向
け
て
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
り
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
来
年
度
以
降
も
発
展

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
と
も
に
刺
激

し
高
め
合
い
、

県
南
地
域
を

発
展
さ
せ
る

人
材
へ
と
成

長
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま

す
。

第２号 興 陽 ト ピ ッ ク ス 令和４年１２月２３日

十
月
七
日
、
生
徒
会
が
来
年
度
か
ら

の
校
則
変
更
案
を
全
校
生
徒
・
教
職
員

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
現
行
の
校
則

は
「
普
段
の
姿
そ
の
ま
ま
で
企
業
の
採

用
試
験
に
臨
め
る
」
こ
と
が
基
準
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
生
徒
会
は
生
徒
か
ら
の

要
望
だ
け
で
は
な
く
、
求
人
票
を
持
参

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
の
方
々
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
、
弁
護

士
の
方
に
も
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

髪
型
・
ソ
ッ
ク
ス
丈
・
ス
カ
ー
ト
丈
・

メ
イ
ク
等
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
、

校
則
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

男
女
共
通
の
基
準
を
設
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
に
向
け
て
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。
生
徒
自
身
の
自

発
的
な
取
組
に
、
生
徒
・
教

職
員
か
ら
の
拍
手
は
鳴
り
止

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
生
徒
会
と
教
職
員
で

意
見
交
換
を
行
い
、
来
年
度

ま
で
に
決
定
す
る
運
び
で
す
。

生
徒
自
身
が
ル
ー
ル
を
作
り
、

そ
れ
を
生
徒
自
ら
が
守
る
。

全
国
の
高
校
に
先
駆
け
た
興

陽
高
校
生
の
自
発
的
な
取
組

で
す
。
来
年
度
の
校
則
は
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

興
陽
ト
ピ
ッ
ク
ス
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高等学校総務課

本
校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
取
組
が

最
優
秀
賞
を
受
賞

地
域
と
と
も
に

未
来
を
目
指
す

二
年
生
修
学
旅
行

優
勝
目
指
し
て･･･

体
育
祭

二
学
期
は
、
一
年
間
で
最
も
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
学
期
で
す
。

例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
制
作
展
・
体
育
祭
・
文
化
祭
等
の
学
校
行
事
以

外
に
も
、
今
年
度
は
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
地
域
と
と
も
に
」
。
そ
の
取
組
の
中
に
は
、
生
徒
が

主
体
と
な
っ
て
、
岡
山
県
南
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

今
号
で
は
、
令
和
四
年
度
二
学
期
の
学
校
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

色
鮮
や
か
！

制
作
展

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

生
徒
が
主
人
公
。

校
則
変
更
の
取
組

（上）報道陣や多くの企業の前でプレ
ゼンをする、生徒会の生徒たち。

（下）全校集会で校則変更案を発表。

アクティビティーで笑顔いっぱい大興奮。

地
域
に
貢
献
！
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（右）柿を素材に学びあう生徒たち。
（左）芳泉生と向かい合って入試問題に取り
組む本校農業科の生徒たち。みんなで意見
を出し合って、解答を作っていきました。

共
に
高
め
あ
う

芳
泉
高
校
生
と
の
交
流

ク
ラ
ス
で
一
致
団
結

文
化
祭

（上）位置について ヨーイドン!
みんな一斉にスタート。

（左）3ブロック、全員集合!!

「頑張ってください！」
ランナーに励ましの声をかけ、給
水所でカップを渡す興陽高校のボ
ランティア。


